　　　　　　　　看護管理会議　議事録　　　　　　　　　院長　印

実施日　　平成17年　10月11日（火）　　　　　　　　　　（第21回）

時　間　　15：00～16：00　　　　　　　　　　　　　　　 司会者　松澤

場　所　　病院２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　 　記録者　藤原
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＜連絡・協議事項＞

・外来業務のヘルプスタッフについて

　ヘルプスタッフの養成を実施していく。

⇒①夜間チーフ担当しているスタッフを指導（2日間　午後）

　②10月4日会議での候補スタッフを指導　（3日間　午後）

　分担表の外来が付いた方から指導していきます。その日午後外来研修となります。

・皮膚科診察について

　次回（10月19日）皮膚科は南病棟となります。

・新人スタッフ教育について

　新人スタッフから一定のユニットにしか業務配置されておらず業務遂行していく上で不安という声あり（10月4日会議）

　　↓

ユニットに分かれている病棟は、ユニットごとに特徴を指導してから一つ一つの業務指導していく必要があるのではないか？

どのように新人教育していく必要があるのか再検討

・看護課基礎研修（橋本恵　看護師）

　13日江刺家課長⇒欠勤

　代行　午前9:30～12：00　佐々木・摩尼　精神疾患、精神科救急・精神福祉法

　　　　午後14:00～16:00　藤原・谷藤　　リスクマネージメント、認知症、褥瘡

※課内研修10日～14日（ケアプラン作成③）

11日　古里、13日藤原・谷藤が担当する。

・報告、連絡でのミス事例入力について

　入力されない⇒何がミスなのか理解出来ていない。対策が分からない

　ケースだけの入力で良い為、スタッフに入力するよう伝えて下さい。対策やなぜいけなかったのかは江刺家課長の方で入力します。

・ＳＷ業務について

　教育期間は6ヶ月（来年4月）をめどとしている。

　看護がすべき事をＳＷが実施している。又は、その逆やこれはどちらもやるべきこと、専門としてはこれを主体的に実施すべきことなど現状ではごちゃごちゃ

　　↓

　12月までに一つ一つ仕事の見直し・お互いに専門性を見直し再構築する。

　　↓

　1月～3月に現場業務として定着

　　↓

　4月　ＳＷ教育期間終了、業務を戻す

※インテーク見直し⇒どのような形にすると良いか、自分たちはどんな情報が必要なのか

　　　　　　　　　　現状では使用しているのか、使用していなければ使うようにするためにはどうすれば良いかＳＷとも一緒に考えていく必要がある。

・小坂Ｄｒ勉強会について

　スタッフの参加が無い時がある

　⇒朝の申し送りにて各部署業務確認時に、小坂Ｄｒ勉強会メンバーの確認をする

　　（管理者、リーダーが責任をもって実施）

・ボランティア　ホームヘルパー養成研修

10月13日（木）10月22日（土）10月27日（木）に施設見学あります。

・風邪症状の方見られてきている

　手洗い、うがいの徹底、トリゾンラブ使用など予防して下さい。

　自分たちが媒介とならないように、自己管理していく。

・育休者復帰、人事異動

　10月16日　赤坂　千秋　　北病棟へ

　　　　　　　鶴ヶ崎　留美　西病棟へ　（8:30～17:30勤務）

　　　　　　　中村　美奈子　南病棟→西病棟　（副主任）

　　　　　　　鶴ヶ崎　直子　西病棟→東病棟

　　　　　　　高森　芙美子　北病棟→南病棟

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜発言録＞

	ソーシャルワーカー業務について
	江刺家課長
	教育期間は6ヶ月（来年4月）をめどとしている。

　看護がすべき事をＳＷが実施している。又は、その逆。これはどちらもやるべきこと、専門としてはこれを主体的に実施すべきことなどあると思うが現状ではごちゃごちゃとなっている。

12月までに一つ一つ仕事の見直し・お互いに専門性を見直し再構築する。1月～3月に現場業務として定着させ、4月　ＳＷ教育期間終了、業務を戻していきたい。

	
	東主任
	お互いに看護もＳＷも仕事を理解して行く必要がある。現在ＳＷの業務を実施していることで、やってみて理解したこともある。

	
	佐藤主任
	管理面で不十分。

青箋に記録しているが、それで終りで良いのか？

ＳＷ管理日誌があるが活用出来ていない。

自宅まで通信物を届けに行っていることもあるとの事だが、前回いつ訪問したのか尋ねてもすぐに解答できずにいる。

	
	江刺家課長
	インテーク見直も必要どのような形にすると良いか、自分たちはどんな情報が必要なのか

現状では使用しているのか、使用していなければ使うようにするためにはどうすれば良いかＳＷとも一緒に考えていく必要がある。



